
～ 1 ～ 

標準単価作成システム 

④単価計算  

 

 RIBC2 では、別々に作成した、 

一次単価ファイルや「その他」の率ファイル、補正率ファイルに入力した単価や率を、 

単価計算を行うことで、 

歩掛りファイルに読み込み、標準単価ファイルを作成します。 

 

 

 

 

 

 

  



～ 2 ～ 

 一次単価ファイル、その他の率ファイル、補正率ファイルを 

単価計算時に切り替えることで、 

 4月、7月、10月、1月などの月別の標準単価ファイルや、 

 

 

 

 

 

 

  



～ 3 ～ 

 A地区や B地区などの地区別の標準単価ファイルを作成したり、 

 

 

 

 

  



～ 4 ～ 

 新営工事や改修工事、撤去工事の標準単価ファイルを作成したり、 

 

 

 

 

 

 

  



～ 5 ～ 

 月単位の週休２日促進工事や、通期の週休２日促進工事の 

標準単価ファイルを作成したり、 

 

 

 

 

  



～ 6 ～ 

 令和５年度までの 

４週８休以上や、４週７休以上４週８休未満、４週６休以上４週７休未満等の 

標準単価ファイルを作成することが出来ます。 

なお、連続単価計算機能を使うことで、 

複数の標準単価ファイルを一連の作業で計算することができます。 

 

 

 

 

 

 
  



～ 7 ～ 

 標準単価ファイルは、 

内訳書作成システムで、工事費を作成する際に使用する単価です。 

工事費を作成する部署に、標準単価ファイルを提供してください。 

 

また、都道府県が市町村に単価を提供する場合も、 

標準単価ファイルを提供してください。 

 

なお、内訳書作成システムでは、標準単価ファイルの他に、 

歩掛りファイルも参照できます。 

必要に応じて、歩掛りファイルも提供してください。 

 

 

 


